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ダム建設とその地質調査について(その 1 ) 

橋谷文雄

I はじめに

終戦後吉本においては、その戦火の跡から立上るために、いろんな経済復興のための施策がおこな

われて、その効果は着々としてあがり、遂に今日見られるような繁栄をきたすようになって、もはや

戦後ではないとさえいわれておることは御承知のとおりである。これら数々の施策の中でも特に戦前

には見られなかった急速な各議大規模土木工事が沢山に突施されているむ例えば貯水池式大ダムの建設、

水力あるいは火力の大発電所の建設、各 の建設、各種大規模工場や各種コンビナートの建

々である O 又一方戦前にはあまり顧りみられなかった各種の自然災害に対しても防災あるいは災

知のための積語的な調査、研究、対策が打出されるようになってきている O 郎ち地金防止法の制
£ニ

定、大都市の地盤沈下を伴なう地下水過剰汲揚の規制、地震予知の積極的研究、防災科学技術センタ

ーの開設等、自然災害に対しても、真剣に取りくんで災害の予知、防止、軽減に夫々の関係機関が日

夜努力を傾けつつあるのが現状である O

このような状勢で脅必然的要請として土木工学と地質学とのつながりは以前にも増しではるかに密

接となり、大規模土木工事の前堤として必ずその基礎地盤や基礎岩盤の詳細な地質調査が実施される

し、叉地震も地jこり、山崩れ等の災害防止や軽減のための各種施策に対しても、地質資料が基礎的資

料として極めて重要且つ有効であることが関係各方面で認識されてきてしも。従って今日では地質技術

者の活動できる領域も戦前に比してはるかに拡ちを持つようになったO

このような領域での地質学 (GeOlogy)を我々は岩石、鉱物、古生物も地層、地質構造、地史、鉱

床等の研究分野である純地質学(BlreGe010gy)に対して今時応用地震学 (Applied Geolo gy) 

と呼んでいる O 昔は応用地質学といえば鉱床学(Econo盟iCGeology又はGeOlogyof Ore 

Deposit事〉のことであった時代があったが、今日我々のいう応用地質学は地下資源関係の調査緋究

分野を除いたすべての地質学の応用面を含むもので百人によっては土木地質学(是主d:engin告er-
丹 むy ~ポ叫凶似を Civil 

ing gea1!.o持 句・主宰)ぎもOlogyQ~h宮ア)とも呼んでいる G 本(J ( ----，....，A '-' 

応用地質学の調査研究の対象となるものは、各種ダムサイト、各種発電所、磁道(道路、鉄道、水

路等の〉橋脚基礎、各種道路等の建設基礎地質、地盤沈下の問題、軟弱地盤の問題、地下水、温泉、

地熱開発の問題、地とり、山崩れ等の所謂災害地質の問題等多種多様である O これらの問題の大部分

において純地質学と根本的に異るところは対象となる基礎の地質を鉱物、岩石、地層として取扱うの



ではなく、それらが一体となった岩盤あるいは地盤として取扱うのであり、更にそれらの岩盤、地盤

が何等かの形で力が加わる状態において考えるという点である。例えば構造物の基礎として岩盤、地

盤を見ると、構造物が岩盤、地盤ι力を加える場合(ダムその他の一般地上重構造物〉と岩盤、地盤

が逆に構造物に力を加える場合(地下構造物、隣道等〉とがある。

このような点を常に考慮しながら基礎の地質を調査し研究し考えるのが近代的応用地質学である。

従って近代的応用地質学では岩盤とカとの関誌解明のためにも岩盤の諸性質の定性的な取扱いばかり

でなく定量的な取扱いが当然必要となってくる O

は非常に欝しいことであるが現在応用地雷に携る

このために努力を傾けつつあるといって良し'0

以上述べたように応用地質学で取扱う問顕は

でもなく等方性でもない岩韓の定量的な取扱い

地質技術者は土木技術者と協力して、日夜

の中でも、我々の に最も身近かな問題

号、社会の進歩発展に藍結した関顎が多いということを銘記しておいて頂きたし'0叉応用地質学

の夫々の対象によって地質調査や研究の白的、方法も夫々に異っており、深く研究するには夫々に専

門化された地質技術者となることが必要なのはいうまでもない O

以上のような沢山の問題の中で、ここでは筆者自身が永年取扱ってきたダム

て地質技術者がどんな調査や研究を行なっているかについて御紹介して見たい O

の にし

五 ムの について

ダムにはその型式や規模にいろんな

ものがある O 最も普通のもの

ダム (Gravi七ydam)でこれはダム

自体の重さによって水圧を支えるもので

あるが、大きなものになるとコングリ

トの量が莫大なものとなる O 佐久間ダム

はその好例で高さニ 155.5m 

2ヲ4m、コンクリート量は 112万ばであ

落日国

霊力ヂム

ふ
ア
ロ

戸、
ム

るO

コンクリート を減少せしめ経済的効

をあげる

井JIIダムや西

に強度増加をはかった型式が中空重力式ダム(五oユエOWgravi七ydam)で大井川の

i最上流の大森JlIダムなどがそれである O

同じ高さ、 i司じ)11rtJである カ式ではコンクリート量を重力式の場合の 20--30~惑を節

約することができるといわれている O

力式ダムというのは堤体の内部をいくつかに仕切って にしたもので、外観は ダム

とそれ租かわっていない。
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アーチダム (Archおm)泣上流麗に向っ

て、アーチを突出したかたちのもので、水庄

を両翼の岩盤に導いて支えているもので、両

の岩盤が特に良妻子でなければつくれない。

この型式ではコングワート量をはるかに少

なくすることが可能である O

この例としては、最近観光地とし

なった黒部)11 ダムがある Q タム

といってし、るが、 18るm 込 494.9 

m.コンクりート 136万mSで日本最高のア

ーチダムである O このダムは規模が女王まいの

でコンクリート も大きいが、 ;こfiコン

クリ ト は、ア カ

式のI1撰に増大する O

多JBh模が異るがh 類似し
のダムについてコンクリート最を比較してみ

ると、下表のようになる O
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型式 名 称 堤高 ω G:n) コンクリート (mう

阪本ダム
103 252.5 1 70，000 

アーチ式 〈熊野)Iば系)

中
井JlIダム

103 243.0 力式 ，斗tJlI水系〉 430，000 

重 カ エ¥: ~・、(1'::ム珂凶ザ士\ 10 1 32ヲ.5 592，000 

アーチ式
二津野ダム

73 210.6 1 06.000 
(熊野111水系)

中 力式
大森111夕、、ム

72 190.0 141，700 
(吉野川水系〉

力 式
松原ダム

83 195.0 363，000 
(筑後111水系)

(日本大ダム Dams in japan 1960による〉

更にロ Yクフィルダム伽kfill da山あ

るo これはダムのセンターラインに沿って厚い粘

土のコアー(土質遮水壁又は心壁〉を入

第 w 回

大台叶 ρッ7フ4Jけいム

満さえイ立

れて漏水を防止しその両側(上流側と下

流側)を砂磯及岩塊をもって積上げて支

点指

塊
日

えとしたものである O

ダム地点の岩盤が良くないところではこの

型式が選ばれる oコンクリートダムでは若し岩盤に不等沈下がおこると、ダムに Crackが入り、堤体から

漏水したり、甚しいときにはそのためにダム崩壊の原因となることがあるがロックフィルダムでは岩

盤に多少の不等沈下があってもダムにはそれ程 がなし"0

次にフローティングダム (Floatingdam)は河床砂機騒が厚く堆積しており、この砂磯躍を

部掘削除去することができないようなところにつくられるダムであるO

議ちム国 則としてダム辻新鮮堅硬な岩盤に取付ける

のであるが、この場合には堤体を砂磯層の上に

のせることになる O

このような場合にはダム誼下流のエブ。ロン

(水叩き部分)をある程度下流へ長くとって、

エプロン直下流での砂諜層中の伏流水の流速が

水圧によって増加しないようにしなければなら

なし、。
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エプロンが短いとダムに貯水したときに、その のために前記の流速が増加し、砂磯露中の伏流

水の定常流が乱されてパイピング現象 (Pipingac七ion賀子し作用)をひきおこして、エプロン直下

流の漏水が増加し砂擦が流失し、そのためにz プロンが下流i掛から漸次崩壊し、遂にはダム自体の崩

壊をひきおこすことになることがある O

最後にアースダム (Ear七hdam)であるが、これは所謂農業用水の溜池の大部分がこの型式であ

るが、臼本では堤高 40mを越すものはない O

このようなダムの型式と規模については、その詩的に応じて叉、基礎地質を十二分に考産して夫々

設計、施工されるのであるが、最近では河川流域一帯の総合開発、地域開発等の一環として計画的に

ダムの建設が行なわれることが多い。一つの河川に上流から下流へ階段式にいくつかのダムを建設し

河川を人造湖の連続として、その落差を最大限に利用して (Power gen era七ion)すると共に

洪水の調節 (Floodcon七rOl)各種用水(農業用水、工業用水、水道用水等〉の確保(七二十でど
桜丘中い

suppエァ〉等を目的とした所謂多話的ダム (Mul七土問purposedam) として建設されることが多い。

このために河川の各支流を含めて、あるいは隣接河川をも含めて

れるのが最近では普通である O

した水資源の開発計画が立てら

殆んど完全に落差を利用している只見川のダムを国示すれば次図の如くである。

明大国 ダムや水力発電所の建設地点は一般には
只W，/11水先的?のム

莫大な資材、巨大な重機械と多数の要員と

を必要とするのはいうまでもない。このた

めに先ず第一に運搬用の専用道路(時には

田子倉ダム建設の場合の如く、専用鉄道を

敷設することもある)の完備が必要である。

叉ダムの上流{曜の水没地域内では河岸に

沿った既設道路の付替が必要であり、前記

の工事用道路と共に、このようなすべての

道路はダム工事の着工前に完成していなけ

ればならない。このような専用道路はダム

完成の暁には公供施設として国あるいは、

県などに移管されるのが普通である O 田子

倉ダムへの専用鉄道は国鉄へ移管されたし、

奥只見ダムへの 10数Kmの殆んどトンネノレ

のみの専用道路は県へ移管され、観光用道

路となるであろう。このようにしてダムの完成後には従来全くの未開発地域としてとり残されていた

o ~Ir 発出
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ムヤシ
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山間へき地であり、その大 のためには

奥地が道路の完備によって、その森林資源や鉱産資源の開発上の利便、又一般住民の受ける便益は極



きいものとなる Gめて

は河口の奈半利町ロックブイ15m ダムJI[につくられたの

したところで6 門は
1
1
i
 

号から 30 

るからパスが i日ある

このようなこと泣ることができるようになっている Oようになり、

などを目的とグコにいとまなし

るとし1える Oなるもの同

てのが故郷にiまとではこのようななうし治為

てはならないことである O」とも

であ

、3ea》

とはダムと

ら

タム

麗

;こ;ま夕、ムあるること

ムいとというのではくも

このようなダムってくる Oとして

にある工のとしてダム

とならなされるタムから

によってのし1こと

ないどち

でかをあら

にダム地点ならないこともある Oあることが判明し、そ

るようなと」出してい巾のせまいと」は地形的

うというダムもコンクリートなくこれ

号次J注以外のいろんな

筆 tこ鴎

の構成物ま政令部

としてわれるから

である O

ぶ
各
電
持

1
l
i
-
-
i

ダムダム、

ること Oのできる地

で河川の落2. 

る地点であること O

トるコングリダムに護用
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む地点であ

ば河巾がせまい

がなるべく少なくて

ることO



こととも

タム

」と O

5. 

J，-. ること O

る. ダム

7. タム

タム

のなるべくないこと

タム

10. ダムコングリ ト

1. つ

12. 

などであ o

な

し
ち.. 

」 ζ-

のあヲ る を とする

わ る な を

はなるべく短くて ること Q

と立るべきポケット のあること O

グコ べく少ないこと O し三 し

フ の し 」と O

ること O

に得られ

して、ダム

ることO

一一スにのる あること。

いてダム、 の

る。

タ っても られ

でありもる付も

へも更にダムの歯車部令の

る。

は、 として、次で

によによっても

予 なわれるが、そ

によっては初歩

については

同 施されることに会る。

このようにしてもあるfPJJlI がつくられるが、 にダム地点、 発

についてはもいくつかの比較地点が撰ばれてもそれら各実につい が行なわれ、地

の蕗存下車の離易、経済性などが慎重に比較検討される。つづいて具体的な地質調査の段階に入る

のであるがもこれは比較各案について同時に平行して実施されたり、ある一案のみ先ず調査が行なわ

れたりする。実際に建設されるダムのセンターの位置や発電所水車のセンターの位置などは最も

であるのでもある程度これらに関する地質調査が進行してから、決定されることになっている O

く次号につづく> (静間大学理学部〉


